
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  





まえがき 

 本ガイドラインは、近年の被災状況を踏まえて、道路管理者が

道の駅等の防災拠点ごとに異なる使用環境やニーズに応じて、

道路管理上の｢電源｣｢通信｣機能確保に適した技術を導入する

上で参考にできるものである。 

 とりまとめは、｢新技術導入促進計画(令和 2～4 年度)｣に基づ

き、各技術分野の有識者等で構成した技術検討委員会による審

議を重ね、技術を公募し、性能確認等を行った結果を踏まえた

ものとした。 

 性能確認は、技術検討委員会にて設定した性能に対して、公募

により提出された技術資料および国土交通省東北地方整備局

東北技術事務所における現地試験や社内試験結果等に基づい

て実施した。 

 技術導入を検討する際には、本ガイドラインの掲載技術を参考

にすることが考えられるが、掲載した技術以外についても本ガ

イドラインに示す導入の基本的な考え方に沿って、個別ニーズ

を踏まえて活用を検討することも考えられる。 
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1.1  はじめに 

(1) 背景 

 平成 30 年の北海道胆振東部地震や令和元年台風 15 号等の台風上陸時においては、大規模な土砂流出や

河川決壊に加え、広範な地域で電柱倒壊やケーブル線の切断、通信基地局の燃料不足等による長期間の

停電や通信障害が生じ、道路管理者による迅速な情報集約や復旧・支援活動に大きな支障をきたした。 

また、近年は気象変動の影響により気象災害が激甚化・頻発化し大規模地震の発生も懸念されている。 

 ｢道の駅｣は、そのような災害時に、周辺地域住民や道路利用者等の一時避難場所として、また道路管理者

や自衛隊、警察、消防等の部隊による復旧・支援車両の中継拠点等、防災拠点としても活用されている。 

 道の駅等の防災拠点には、災害時に民間の電力や通信インフラが使えない状況下においても、災害対応

に必要な｢電源｣｢通信｣を確実に安定・継続して使えること(耐災害性向上)が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

停電に伴う状況 通信障害に伴う状況 

・トイレを含むポンプ式給水設備が使えなかった。 

・備え付けの発動発電機が役立ったが、燃料不足で

使えない箇所もあった。 

・CCTV カメラや規制に必要な気象観測テレメータが

1 日で使えなくなった(バッテリー切れも発生)。 

・道路管理者の携帯電話の不通(バッテリー切れも

発生)。 

・被災現場にて状況確認後、パソコンによる写真デ

ータ送信等のため、直轄の国道事務所等まで移動

が必要となり、情報共有に遅れが出た。 

▼令和元年台風 15 号による被害 

▲令和元年台風 15 号による全町停電時、民間インフラに依存しない独立し 

た電力システム等により、防災拠点として機能した「むつざわスマート 

ウェルネスタウン 道の駅 つどいの郷」(千葉県) 

▼近年の台風被害における道路管理者の被災状況 

○電力設備が被害を受け、広範囲で停電発生 

(経済産業省 HP より) (経済産業省 HP より) 

○通信が途絶し、迅速な被災状況の把握に課題 

・電話回線や光回線の通信障害の発生 

・長期間の停電や通信不良の発生 

被災状況の迅速

な把握に課題 

倒木による電柱倒壊(四街道市) 東京電力エリア内の地方自治体

ごとの停電率(ピーク時) 
衛星通信による基地局の設置 

(NTT ドコモ HP より) 
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(2) 目的 

 このガイドラインは、道の駅等の防災拠点(道路管理施設)ごとの使用環境やニーズを踏まえ、道路管理

者が道路管理上の｢電源｣｢通信｣機能確保に適した技術を選択・導入する際に、活用できる考え方や参考

になると考えられる発電・蓄電技術および通信技術の基本的な性能や留意事項等を紹介するものである。 

 本ガイドラインが示す発電・蓄電技術は､太陽光等の自然エネルギー等＊1により発電し、その電力を蓄電

し、必要な電力を供給するシステムに関する技術とする。自然エネルギーに着目したのは、カーボンニュ

ートラルへの貢献に加えて、災害による停電時にも活用可能な技術を想定するためである。 

 通信技術は､国道等の道路管理用光ファイバーネットワークを活用して通信(通話やデータ送受信)でき

るローカル５Ｇシステムに関する技術とする＊2。ローカル５Ｇシステムに着目したのは、災害による通信

障害時にも即時対応可能な独自の通信手段となる技術を想定するためである＊3。 

 技術導入にあたっては、対象地により異なる条件(防災拠点としての規模や形態、既存設備等)に適した

内容や方法の検討が必要である。ただし、紹介する技術の諸元等は公募実施時(令和 3 年末時点)の情報

であり、社会情勢、技術開発や製品普及の動向等により変動し得るため、最新情報は個々に確認の上で検

討されたい。 

 

(3) 技術の汎用性 

 本ガイドラインで示す技術は汎用性があり、さまざまな気象状況であっても、基本的に地域を限定せず

に導入可能なものであるため、直轄道の駅以外の防災拠点への導入も想定される。 

 ただし、各技術の性能や導入に適した環境等には違いがあるため、性能の確認ポイント等を参照し、個別

の状況やニーズを踏まえて導入技術の種類や設置場所等を検討されたい(発電･蓄電技術の場合には活用

する自然エネルギーや蓄電池の容量、通信技術の場合にはカバーエリア等)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              
＊1 組合せの一部であっても、化石エネルギーの活用は対象外とする。水素は対象としたが、水素燃料を用いる場合は道の駅等の防災拠

点内での備蓄・精製を条件とする(ただし、災害発生後に道の駅等の防災拠点の外部から調達する方法は、適当でないものとする)。 
＊2 無線通信技術のうちプライベート LTE(4G)、LPWA、Wi-Fi、Bluetooth 等ではなく、ローカル５Ｇシステムを対象とする。 
＊3 災害時においても、道の駅施設および国土交通省の道路管理用光ファイバーネットワークは使えることを前提とする。 

▲各地域への導入イメージ 
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(4) 構成 

 第 1 章は、背景や目的、導入検討にあたっての基本的な考え方のほか、発電･蓄電技術および通信技術の

システム構成や性能の確認ポイント、技術導入にあたっての留意事項を示す。 

 続いて、公募・性能確認を行った技術の基本的な性能等について、第 2 章では発電･蓄電技術を、第 3 章

では通信技術を示す。また、それぞれの章の冒頭にて、公募技術の性能確認方法と確認された技術特性を

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 1 章 導入ガイドラインの活用にあたって 【凡例】 

 

 

 
発電・蓄電技術 

共通 

通信技術 

1.1 はじめに(背景や目的等) 

1.5 活用にあたって 

1.3 発電・蓄電技術の概要 

1.2 導入検討における基本的な考え方 

1.4 通信技術の概要 

第 2 章 発電・蓄電技術 第 3 章 通信技術 

▲本ガイドラインの構成 
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1.2  導入検討における基本的な考え方 

(1) 災害時における用途 

 災害時、民間の電力/通信インフラが使えなくても、道路管理上必要な｢電力｣および｢通信｣が途絶えるこ

となく、安定･継続して確実に使える技術の導入を前提とする。 

 具体的な用途として、道路管理者は道の駅等の防災拠点を｢災害対策拠点として活用｣、また同時に｢緊急

避難者のために活用｣することが考えられる。特に前者は、①災害対応の前線を担う国道事務所等のサテ

ライトオフィスとして/②国土交通省が組織する TEC-FORCE の拠点として、被災状況等の調査や復旧計画

の立案、復旧活動等に伴う通信(地方整備局や自治体との連絡を含む)を実施する想定である。 

 有効利用の観点に立てば、平常時には道路管理上の活用を基本とするが、その他の用途にも使用できれ

ばより望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲災害時における導入技術の活用イメージ 
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(2) 設置イメージおよび主な性能の確認ポイント 

▮ 設置イメージ 

 道の駅の場合、道路区域である駐車場、歩道、緑地、法面のほか、トイレや情報提供施設の屋根や壁面、

それらの建物内の設置を想定する(下図の赤破線枠内)。 

 駐車場(駐車マスや通路)の場合、災害対応の緊急大型車両の駐車機能や安全性の確保が必要である。 

 通信エリアは、情報提供施設、トイレ、地域振興施設の建物内に加えて駐車場を想定する。必ずしも、道

の駅範囲全体を設定する必要はない(下図の青線枠内)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▮ 主な性能の確認ポイント 

 導入検討にあたっては、下表のような性能を確認されたい。 

 

 

主な性能 確認ポイント 

機能性 システムとしての能力(発電/通信) 

耐久性 災害時および平常時の耐久性 

適応性 使用可能環境条件として気象や地域別の特性に対する適応性 

維持管理性 維持管理や修繕・更新内容(スケジュールおよび簡便性) 

経済性 イニシャルコストおよびランニングコストと導入効果の関係 

施工性 施工スケジュールおよび標準的な施工方法 

省スペース性 導入に必要な設置スペース 

周辺環境との調和性 景観および環境への影響抑制 

安全性 災害時および平常時の安全性 

 

 導入対象とする技術は、既往技術の組合せや改良により容易に実現できるものや、開発中であり導入ス

ケジュールを鑑みて実用化が見込まれる技術を含めて、総合的に性能を確認するのが望ましい。 

  

▼主な性能の確認ポイント 

▲道の駅における設置イメージ 
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1.3  発電・蓄電技術の概要  

 

 

 

 

(1) システム構成 

 本ガイドラインで紹介する技術のシステムは、｢発電(つくる)｣｢蓄電(ためる)｣｢給電(つかう)｣から構成

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道の駅等の防災拠点(道路管理施設)にて、太陽光等の自然エネルギー等を活用した 

発電技術および、その電力を蓄電し、必要な場面で必要な電力を供給できる技術 

▲発電・蓄電技術のシステム構成イメージ 
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(2) 性能の確認ポイント 

 技術導入検討にあたって、個別ケースを踏まえた技術性能を確認する際に参考にされたい。 

 導入検討にあたっては、対象とする道の駅等の防災拠点ごとに異なる個別ニーズに応じて、性能ごとの

内容を調整されたい。 

  

性能 確認ポイント 

機能性 

(技術･システ

ムの能力) 

・システムの独立性 
・停電時においても､商用電源以外の自然エネルギー等を活用してシス

テム稼働(発電･蓄電･自立給電)が可能 

・電力供給の 

安定性･継続性 

・気象条件や地域特性に左右されず､必要な時間連続して必要な機器に

電力供給が可能 

―稼働時間の設定例：｢電気通信施設設計要領･同解説、(一社)建設電気技術

協会｣にて非常用発電設備の運転時間確保を求められる｢72 時間｣ 

・電源の種類(直流/交流､等) 

・電源能力 

・発電出力(kW)､発電変換効率(%) 

  ―必要な発電出力の設定例：発電出力｢15kW｣        ※p.10 参照 

・電力量(kWh)､充放電効率(%) 

  ―必要な電力量の設定例：電力量｢72 時間あたり 400kWh｣   ※p.10 参照 

耐久性 

・耐災害性 
・耐風･耐水･耐雪･耐震等に関して準拠する法令や基準･規格等 

 (適合基準が無い場合､自社認証の試験データ等)の内容 

・耐久性 
・標準使用条件や使用可能環境､耐用年数､部品交換時期､保証内容､その

他の留意事項(適合基準が無い場合､自社認証の試験データ等)の内容 

適応性 ・導入環境の適応性 ・使用可能環境(温度･湿度･日照量･降雨量･降雪量･風速等) 

維持管理性 
・維持管理･修繕の

簡便性 

・維持管理スケジュール 

・維持管理や修繕の方法､部品の寿命等 

経済性 

・イニシャルコスト 
・総額および内訳(円)と導入効果の関係 

 (ほか､システムコスト(円/kW)､発電コスト(円/kWh)) 

・ランニングコスト 

（点検・部品交換費用） 

・総額および内訳(円)と導入効果の関係 

 (ほか､年間あたりの発電単価(円/kWh/年)) 

施工性 ・施工の簡便性 
・施工スケジュールの内容 

・工法や部品が標準的である(特別でない)こと 

省スペース

性 

・システムの 

設置スペース 
・設置に必要な面積や高さ､重量等 

周辺環境と

の調和性 

・景観や環境への 

影響 

・設置･施工における景観･環境への配慮内容 

・資源利用量(kg)､リサイクル可能量(kg) 

 (確定値の把握が難しい場合､自社認証等による推定値等) 

安全性 ・安全性 
・関連して準拠する法令や基準･規格等の技術基準(適合基準が無い場

合､自社認証等による試験データ等)の内容 

操作性 ・停電時の切替操作 ・停電時の切替操作の簡便性 

▼性能の確認ポイント 
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(3) 技術導入における留意事項 

▮ 機能性(システムの独立性／電力供給の安定性･継続性) 

 発電のエネルギー源は、地域の実情を踏まえており、かつ通年で安定確保することができる方法を選ぶ

必要がある。例えば、太陽光や風力、小水力による発電は、天候の影響を受ける場合があることに考慮さ

れたい。 

 

▮ 機能性(電源能力) 

 複数の自然エネルギー等を組み合わせた発電方法も考えられる。 

 エネルギーマネジメントシステムによる｢発電｣｢蓄電｣｢給電｣間の調整や、災害時だけではなく平常時に

おける使い方を検討する必要がある。 

 

▮ 耐久性／施工性／安全性  

 導入対象地が浸水想定区域等のハザードエリア内の場合、被災時を想定した対策が必要である(道の駅で

は蓄電池等の機器を嵩上げする等の事例がある)。 

 設置位置や方法によっては、基準類の整備検討中の技術もあるため、最新の動向を確認されたい。 

 

▮ 維持管理性 

 設備により、サイクル寿命(使用回数等)とカレンダー寿命(使用年数等)があり、総合的に確認する必要

がある。例えば、蓄電池の場合、使用回数に伴って使用可能容量が減じていくため、留意されたい。 

 メンテナンスには専門知識が必要であるため、導入後の維持管理段階においても企業によるフォロー等

が得られる技術が望ましい。 

 

▮ 経済性 

 社会情勢や技術開発、製品普及の動向等により変動する可能性があるため、最新情報を個別に確認され

たい。なお、研究開発を進める企業には、より経済的に優位な検討がなされることを期待する。 

 

▮ 操作性 

 災害時における損傷や火災等の二次災害リスクを考慮すると、停電時の切替は自動や遠隔操作が絶対的

に適切とは言えないケースも考えられるため、直接状況を確認のうえ手動で起動させる重要性も含めて

検討されたい。 

 

▮ 許認可手続き 

 導入技術の内容や設備規模・種類によって、電気事業法や消防法、各自治体の火災予防条例等に該当する

ものがあるため、必要な資格や手続き等に留意が必要である。 
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参考 災害時において必要な電源能力の目安（発電出力、電力量） 

 技術検討委員会において、必要な電源能力を災害時に想定される使用機器から下記のとおり試算した。 

 発電側で用意すべき発電出力の目安は、起動電力合計が約 13,000W(13kW)であることを踏まえ、余裕をみ

て｢15kW｣とした(機器の中には、消費電力と起動電力が一致するものもあるが、例えばトイレ用ポンプのよ

うに起動電力が消費電力を上回るものもあるため、留意が必要である)。 

 蓄電側で用意すべき電力量の目安は、消費電力量合計が約 390kWh(72 時間あたり)であることを踏まえ、余

裕をみて｢400kWh(72 時間あたり)｣とした。 

 使用機器は、個々の防災拠点により異なるため、導入にあたっては改めて必要な電源能力を検討されたい。 

 

内容 使用機器 
消費電力

(W/Unit) 

機器 

台数 

起動電力 

(W) 

1 時間あたり

消費電力小計

(Wh) 

72 時間あたり 

消費電力小計 

(kWh) 

備考 

ローカル５Ｇ 

システム 

アンテナ類 

(ローカル５Ｇ) 
4,000 1 4,000 4,000 288.0 

導入する新しい通信システムと

して最優先で電源確保が必要 CCTV カメラ(道の駅) 5 1 5 5 0.4 

レコーダ 20 1 20 20 1.4 

防
災
拠
点
と
し
て
必
要
な
設
備 

災
害
対
応
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や 

Ｔ
Ｅ
Ｃ‐

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
活
動
拠
点 

ドローンバッテリー 480 3 60 60 4.3 
1 日 1 回の充電（60 分間）×3日 

と想定 

モバイル PC 40 8 320 320 23.0  

大型モニター 100 1 100 100 7.2  

Wi-Fi ルーター 30 1 30 30 2.2  

スマホ充電器 5 8 40 40 2.9  

照明 20 3 60 60 4.3 半灯にして消費電力削減 

プリンター 15 2 30 30 0.3 
5 分間印刷を 1 台あたり 72 回 

(延べ 144 回)と想定 

テレビ 150 1 150 150 10.8  

ポット 0 0 0 0 0.0 
カセットコンロで代替可能と 

判断(優先しない) 

扇風機／ 

サーキュレーター 
100 1 200 100 7.2 

エアコンの代替として消費電力

削減（冬季は石油ヒーターを活

用する想定） 

休
憩
・
情
報
提
供 

ス
ペ
ー
ス 

情報提供用モニター 100 2 200 200 14.4  

情報提供施設等の 

照明 
20 5 100 100 7.2 

半灯にして消費電力削減 

扇風機／サーキュレ

ーター 
100 2 400 200 14.4 

エアコンの代替として消費電力

削減（冬季は石油ヒーターを活

用する想定） 

トイレ照明 5 2 10 10 0.8 半灯にして消費電力削減 

トイレ用ポンプ 1,450 1 7,250 1,450 0.7 
1日 1回のポンプ利用(5分間)を

計 3 回と想定 

合計 約 13,000  約 390  

※上表以外に蓄電池自体の稼働電力が必要であることに留意されたい。 

▼災害時に想定される使用機器と諸元(目安) 

▲災害対応のサテライトオフィスのイメージ 
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1.4  通信技術の概要 

 

 

 

 

(1) システム構成 

 本ガイドラインで紹介する技術のシステムは、｢コアネットワーク｣｢基地局｣｢端末｣から構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              
＊4  同時接続端末数の想定が必要であるが、一般利用者への開放はセキュリティ面から対象外とする。 
＊5 これまでに国土交通省は、災害に強く高速･大容量通信が可能な、直轄国道沿線に整備され十分な容量が確保された｢光ファイバー｣

のほか、｢マイクロ多重無線｣｢衛星通信｣等のネットワークを構築してきた。なお、衛星通信は、道路管理用の光ファイバー回線が直

接被災して使えない場合にも着実に通信できる手段として想定するが、伝送容量や速度制限、機器台数の制限等の課題があるため、

本ガイドラインの対象外とする。  

道の駅等の防災拠点(道路管理施設)にて、道路管理用光ファイバーネットワーク 

(国が管理)を活用して、通信(通話やデータ送受信)できるローカル５Ｇに関する技術 

＊5 ▲通信技術のシステム構成イメージおよび特徴 

＊4 
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(2) 性能の確認ポイント 

 技術導入検討にあたって、個別ケースを踏まえた技術性能を確認する際に参考にされたい。 

 導入検討にあたっては、対象とする道の駅等の防災拠点ごとに異なる個別ニーズに応じて、性能ごとの

内容を調整されたい。 

 

  

性能 確認ポイント 

機能性 

(技術･システ

ムの能力) 

・システムの独立性 
・キャリア通信ネットワークに障害が生じても､国土交通省の道

路管理用光ファイバーネットワークを活用してシステム稼働

(通話、データ送受信)が可能 

・国土交通省の道路管理用

光ファイバーネットワー

クの活用 

・通信の安定性･継続性 

・気象条件や地域特性に左右されず､必要な時間連続し電波干渉

を受けず正常に通信可能 

・周波数範囲(GHz)､空中線電力(W)､使用可能端末 

・通信可能な 

カバーエリア 

・通信可能な範囲、カバーエリア(アンテナからの距離等) 

・空中線地上高(m)､空中線利得(dBi)､指向方向(度) 

・高速･大容量通信 

・上り/下りの通信速度(Mbps)､通信方式 

  ―通信速度の設定例：アンテナから 100mまでの範囲で上り 50Mbps、 

下り 150Mbps         ※p.14 参照 

耐久性 

・耐災害性 
・耐風･耐水･耐雪･耐震等に関して準拠する法令や基準･規格等 

 (適合基準が無い場合､自社認証の試験データ等)の内容 

・耐久性 

・標準使用条件や使用可能環境､耐用年数､部品交換時期､保証内

容､その他の留意事項 

 (適合基準が無い場合､自社認証の試験データ等) 

適応性 

・全国への展開性 
・使用可能環境(障害物等による通信環境への影響､温度･湿度･

日照量･降雨量･降雪量･風速等) 

・ローカル５Ｇ規格 ・ローカル５Ｇ免許取得条件の満足状況 

・汎用端末 
・ローカル５Ｇネットワークとキャリア通信ネットワークの 

両方に接続できる汎用端末が使用可能 

維持管理性 ・維持管理･修繕の簡便性 
・維持管理スケジュールの内容 

・維持管理や修繕の方法､部品の寿命等 

経済性 
・イニシャルコスト 

・ランニングコスト 
・総額および内訳(円)と導入効果の関係 

施工性 ・施工の簡便性 
・施工スケジュールの内容 

・工法や部品が標準的である(特別でない)こと 

省スペース

性 
・システムの設置スペース ・設置に必要な面積や高さ､重量等 

周辺環境と

の調和性 
・景観や環境への影響 

・設置･施工における景観･環境への配慮内容 

・資源利用量(kg)､リサイクル可能量(kg) 

 (確定値の把握が難しい場合､自社認証等による推定値等) 

安全性 ・安全性 
・関連して準拠する法令や基準･規格等の技術基準(適合基準が

無い場合､自社認証等による試験データ等)の内容 

省エネルギ

ー性 
・システムの消費電力 ・システムの起動･稼働に必要な消費電力(W) 

▼性能の確認ポイント 
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(3) 技術導入における留意事項 

▮ 耐久性／施工性／安全性 

 導入対象地が浸水想定区域等のハザードエリア内の場合、被災時を想定した対策が必要である(道の駅で

は蓄電池等の機器を嵩上げする等の事例がある)。 

 設置・運用方法によっては制度検討中の技術もあるため、最新の動向を確認されたい。 

 

▮ 適応性(汎用端末) 

 既に様々な通信機器を導入済みであることが想定されるが、ローカル５Ｇシステムの導入にあたって

は、ローカル５Ｇ対応の端末やネットワーク機器が必要である。また、ローカル５Ｇネットワークとキ

ャリア通信ネットワークの両方に接続できる汎用端末が使えることが望ましい。 

 

▮ 維持管理性 

 メンテナンスには専門知識が必要であるため、導入後の維持管理段階においても企業によるフォロー等

が得られる技術が望ましい。 

 

▮ 経済性 

 社会情勢や技術開発、製品普及の動向等により変動する可能性があるため、最新情報を個別に確認され

たい。なお、研究開発を進める企業には、より経済的に優位な検討がなされることを期待する。 

 

▮ 許認可手続き 

 導入にあたっては、総務省の許認可手続きが必要となる。技術導入を検討する際には事前相談するのが

望ましい＊6。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              
＊6 詳細は、｢ローカル５Ｇ導入に関するガイドライン(総務省)(https://www.soumu.go.jp/main_content/000806829.pdf)や｢ローカル５

Ｇ免許申請支援マニュアル(第 5世代モバイル推進フォーラム)｣(https://5gmf.jp/case/4484/)等｣を参照されたい。 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000806829.pdf
https://5gmf.jp/case/4484/
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参考 災害時において必要な通信能力の目安（通信エリア、通信速度） 

 技術検討委員会において、必要な通信能力を災害時に想定される通信内容から下記のとおり試算した。 

 具体的には、通信できるエリアは防災拠点の規模を踏まえて、アンテナからの｢飛距離100mの範囲｣とし、

送受信するデータは災害現地写真やドローン空撮動画、図面や報告書等であり、また Web 会議や音声通

話を想定して、｢上り通信速度 50Mbps、下り通信速度 150Mbps｣とした。 

 実際の通信内容や使用機器は個々の防災拠点により異なるため、導入にあたっては改めて必要な通信能

力を検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              
＊7 道の駅等の防災拠点では被災現場に関する迅速な情報共有が重要であるため、具体的な通信内容を踏まえて上り通信速度を試算し

た。一方、下り通信速度は、５Ｇ通信の特性から上り通信速度の数倍大きいものである。複数の通信端末から基地局に対して大きな

周波数帯域を占めるアクセスが集中することを考慮し、｢下り通信速度 150Mbps｣とした。 
＊8 ファイル伝送は回線速度に影響を及ぼさないが、伝送時には低速度ながらも一定の周波数帯域を占めるため、約 1Mbps とした。 

通信内容 
上り通信速度の内訳例

(Mbps) 

ドローン空撮動画 1 時間分のアップロード 10 

Web 会議 30 

音声通話 1 

その他のファイル伝送(現地写真や図面、報告書等)＊8 1 

合計 約 50 

▲通信能力の設定例(目安) 

▼通信内容を踏まえた上り通信速度＊7 
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1.5  活用にあたって 

 本ガイドラインは、道路管理者が耐災害性向上を目指して発電・蓄電技術および通信技術の導入にあた

って、参考になる考え方、具体的な技術の基本的な性能や留意事項等を紹介するものである。 

 ガイドラインのとりまとめに際しては、公募した技術に対して性能確認試験等を行い、できるだけ最新

の性能等に関する情報を掲載した。なお、紹介する技術は全て、技術検討委員会において設定した性能を

基本的に満たすものである(現地試験等による性能確認内容は、p.20 および p.43 に示す)。 

 最後に、このガイドラインができるだけ多くの方にご覧いただき、発電･蓄電技術および通信技術のさら

なる発展に供することを期待する。 

 

 





 

 

   

  

  

 

 

 

第２章 発電・蓄電技術 
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技術の特徴と概要 

 

 本ガイドラインで紹介する技術は、国土交通省「新技術導入促進計画」において公募し確認された技術を

対象とする＊9。 

 

▮ 共通する特徴(システム構成、設置位置･方法) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

▮ 太陽光発電における｢発電(つくる)→蓄電(ためる)→給電(つかう)｣のイメージ 

 発電できる昼間は、つくった電力をそのまま使うか、あるいは蓄電池にためることができる。一方、発電

できない夜間は、蓄電池にたまった電力を使用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              
＊9  このガイドラインに掲載する技術は、国土交通省の｢新技術導入促進計画｣において、導入促進機関である一般財団法人日本みち研

究所と有識者等から成る｢技術検討委員会｣で令和 2～4 年度に公募及び性能確認等を行ったものである。 

汎用的な架台式 カーポート式 路面式 

   

敷地内(建物利用を含む)にて支

持架台を用いて、平置き/ 

屋根置き/垂直設置する方法 

駐車場空間を活用して 

カーポートの屋根に 

設置する方法 

歩道空間や駐車マスを除く 

駐車場の通路部分を活用して 

路面に設置する方法 

９技術は、全て｢太陽光発電による発電システム｣であり、うち２つは蓄電設備にお

いて｢水素｣を活用したものである。 

また、太陽光発電パネルは設置位置・方法により、３タイプに分類した(汎用的な架

台式/カーポート式/路面式)。 

▼太陽光発電パネルの設置位置・方法のタイプ 

▲発電(つくる)・蓄電(ためる)・給電(つかう)のイメージ 
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▮ 発電・蓄電技術の概要 

※掲載は、設置位置・方法のタイプごとに提案内容による発電出力の順とした。 

  

技術名称 

主な特徴 

企業名 太陽光発電パ

ネルの設置位

置・方法 

エネル

ギー源 

発電出力・

蓄電池容量

等 

01 

太陽光発電と蓄電池による電力供給システム 

～“ハイブリッド蓄電システム”および 

定置型蓄電池の組合せ～ 

汎用的な 

架台式 太陽光

発電 

発電出力：

20kW 

蓄電池容量：

412kWh 

東芝インフラ 

システムズ 

株式会社 

02 

フレキシブルな電力供給システム 

～太陽光発電システム、 

ハイブリッド蓄電システム“創蓄連携システム”、 

定置用/分離式可搬型蓄電池の組合せ～ 

発電出力：

45kW 

蓄電池容量：

33kWh 

パナソニック 

株式会社 

03 
電力ロス抑制に着目した直流の電力供給システム 

～完全自家消費型“TNPL”と常用蓄電池の組合せ～ 

発電出力：

47kW 

蓄電池容量：

142kWh 

東京整流器 

株式会社 

04 

EV を活用した自律分散型の電力供給システム 

～カーポート式太陽光発電、定置型蓄電池、 

および電気自動車の組合せ～ 
カーポート式 

太陽光

発電 

発電出力：

50kW 

蓄電池容量：

106kWh 

株式会社 

GS ユアサ 

05 

EV 活用を視野に入れたグリーンエネルギーによる

電力供給システム 

～発電 3 系統･蓄電 2 系統を備えた 

カーポート式太陽光発電、定置型蓄電池の組合せ～ 

発電出力：

100kW 

蓄電池容量：

1,000kWh 

株式会社 

IHI 

06 

路面を活用した太陽光発電による電力供給システム 

～路面式太陽光発電舗装システム、 

リユース EV 蓄電池の組合せ～ 

路面式 

 

 

 

太陽光

発電 

発電出力：

20kW 

蓄電池容量：

200kWh 

ＭＩＲＡＩ 

ーＬＡＢＯ 

株式会社 

07 

路面を活用した太陽光発電による電力供給システム 

～路面式太陽光発電舗装システム“Wattway”、 

定置型蓄電池の組合せ～ 

発電出力：

30kW 

蓄電池容量：

418kWh 

東亜道路工業 

株式会社 

コラス･ 

ジャパン 

株式会社 

08 

路面を活用した太陽光発電と 

水素燃料電池による電力供給システム 

～路面式太陽光発電舗装システム、 

水素製造･燃料電池、定置型蓄電池の組合せ～ 
太陽光

発電 

＋水素 

発電出力：

68kW 

水素： 

525kWh 

蓄電池容量：

33kWh 

大成ロテック 

株式会社 

長州産業 

株式会社 

09 

路面を活用した太陽光発電と 

水素燃料電池による電力供給システム 

～路面式太陽光発電舗装システム、 

水素製造･燃料電池、定置型蓄電池の組合せ～ 

発電出力：

68kW 

水素：

1,080kWh 

蓄電池容量：

121kWh 

大成ロテック 

株式会社 

▼発電・蓄電技術の名称や主な特徴 
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▮ 公募技術の性能確認方法 

 各公募技術については、国土交通省東北地方整備局東北技術事務所での現地試験又は社内試験等の結果

に関する技術資料の提出により、性能確認を実施した。 

 東北技術事務所での現地試験については試験実施の応募のあった技術に関して、試験場所で実施が可能

な確認項目において性能確認を行った。 

 その結果、全ての技術について、以下の性能を基本的に満たすことを確認した。 

 

 

性能の確認項目 具体的に確認した内容 

機能性 

(技術･システ

ムの能力) 

・システムの 

独立性 

・停電時と同様の環境を模擬的に構成し、商用電力に頼らず、システム稼

働(発電･蓄電･自立給電)が可能か確認した。具体的には、電力計により

発電や蓄電、給電の挙動を確認した。 

※なお、円滑な機器調達や試験データ入手に配慮し、提案内容と試験

時の施設規模は小規模なもので構成する等、異なっていても良いも

のとした。 

・電力供給の 

安定性･継続性 

・さまざまな気象条件下においても、仮に設定した 4kW 程度の機器が実際

に 1 時間連続で稼働するか確認した。 

  ※なお、機器の稼働は目視で確認したが、補完として電力計により給

電した出力(kW)の挙動を確認した。 

・電源能力 

・試験実施中の太陽光発電出力(kW)の挙動と、実測最大値/理論値(%)を確

認した。 

・試験実施中の電力量(kWh)を確認した。 

※耐久性等その他のポイントは、性能確認試験等では直接確認していないため留意されたい。 

  

▼現地試験等による性能確認内容 
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▮ 現地試験等により確認された技術特性等 

＜機能性(システムの独立性／電力供給の安定性･継続性)＞ 

 晴天日の方が曇天/雨天日より発電出力が大きいが、曇天/雨天日でも 2～3 割程度の出力が得られる。 

 給電にあたっては、使用機器による負荷の種別整理が必要である(交流/直流、単相/三相)。 

 

＜機能性(電源能力)＞ 

 発電出力と蓄電池容量(電力量)の適当なバランス(ベストミックス)は、地域性や個別の設備導入状況(既

に発動発電機や太陽光発電等の電源を確保した防災拠点を想定)や各ニーズに応じ柔軟に設定する必要

がある。 

 発電出力の設定にあたっては、使用機器の消費電力だけではなく起動電力も考慮する必要がある。 

 太陽光発電パネルの枚数は、想定する日射量や日照時間に依存する。なお、太陽光発電で言えば、我が国

における太陽光発電パネル 1kW あたりの年間発電量は約 1,000kWh とされている。 

 蓄電池は、満充電ではそれ以上の発電･蓄電が困難になることや、蓄電池自体の稼働にも常に電力が必要

であること等を踏まえ、安全率を設定する必要がある。また、種類の異なる蓄電池を複数組み合わせるこ

とも考えられる。 

 

＜耐久性／施工性／安全性 ：設置位置・方法＞ 

 駐車場(駐車マスや通路)に設置する際は、災害対応時の緊急車両等の駐車機能や安全性の確保が必要で

ある。 

 太陽光発電システムの不具合とその対処については、「太陽光発電システムの不具合事例とその対処例

(太陽光発電協会)」等を参照されたい。 

 

＜適応性＞ 

 太陽光発電パネルの場合、南向きで日陰になりにくい位置への設置が適している。また、蓄電池は建物裏

等の日陰に設置した方が効率が良い。 

 

＜経済性＞ 

 イニシャルコストの主な内訳は、太陽光発電パネルや蓄電池等のシステム構成機器本体のほか、工事調

整に係る費用である。 

 ランニングコストの主な内訳は、部品交換や設備更新等に係る費用である。 
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発電・蓄電技術 

01 
 

■企業名 

－ 東芝インフラシステムズ 

  株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 20kW 

 － 定置型蓄電池 412kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 汎用的な架台式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内(自治体や道の駅等) 

 

■URL 

https://www.global.toshiba/jp/products-
solutions/social/energy/solution-
product/strage-system/hybrid-power-
conditioner.html 
 

 

 

 

 

太陽光発電と蓄電池による 

電力供給システム 
～“ハイブリッド蓄電システム”および 

定置型蓄電池の組合せ～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 50kW 級のパワーコンディショナー1 台で、400kWh 級以上の蓄電池を増設

可能(従来技術では複数台の蓄電システムが必要)。出力切替が不要のため、

安定した電力供給が可能 

 リチウムイオン電池単体で 400kWh 級の確保が可能な点も、従来に比べて

新しい技術 

 東芝製リチウムイオン二次電池 SCiB™を適用し、気温-10℃環境下でも内

部ヒーター不要 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【連絡先】 

 － 東芝インフラシステムズ株式会社 

    エネルギーソリューション営業部 

TEL：044-576-6635 

・従来の太陽光発電と「ハイブリッド蓄電システム」により、 

発電した電力を定置用蓄電池に充電・給電できるシステム 

・「ハイブリッド蓄電システム」は、太陽光発電用と蓄電池用の

パワーコンディショナーが一体 

▲システムのイメージ 

※スコットトランスはオプション 

※リチウムイオン蓄電システムは、東芝 IT コントロールシステム社製 

https://www.global.toshiba/jp/products-
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システム構成機器と設置スペース                                  

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 20kW､蓄電池容量 412kWh 

 システム全体で 310 ㎡(そのうち、太陽光パネルは 250 ㎡程度) 

H3m､16t(重量は太陽光パネルを除いた分) 

▮ 施工期間 

 2 か月間程度 

 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 重塩害地域では空調付きとする必要あり 

▮ 維持管理 

 自家用工作物は年 1 回の法令点検､メーカー推奨点検は 5 年間に 1 回。設計期待寿命 15 年間 

(ただし､10 年目に主要部品を交換し、20 年間の運用を想定) 

 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 20kW、蓄電池容量 412kWh で、1 億 3,000 万円程度 

(太陽光パネル＋架台＋蓄電池システムの価格。工事費、現地調整費等は除く) 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 50 万円程度 

 

 

設置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲太陽光発電出力 52.1kW、蓄電池容量 89.2kWh の設置例 
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発電・蓄電技術 

02 
 

■企業名 

－ パナソニック株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 45kW 

 － 定置/可搬 蓄電池 33kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 汎用的な架台式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内 

（自治体の BCP 対策や民間

オフィス等） 

 

■URL 

https://esctlg.panasonic.biz/iportal

/CatalogDetail.do?method=initial_scr

een&volumeID=PEWJ0001&parentCategory

ID=352900000&categoryID=352900000&ca

talogID=6412270000&type=c&position=1

1&sortKey=CatalogMain270000&sortOrde

r=ASC 

 

 

 

フレキシブルな電力供給システム 

～太陽光発電システム、 

ハイブリッド蓄電システム“創蓄連携システム”、 

定置用/分離式可搬型蓄電池の組合せ～ 
 

技術の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲システムのイメージ 

(バックアップ用分電盤は単相連携タイプ 22.4kWh・16.8kWh・11.2kWh 専用品。 

系統・自立切替器[分電盤の内部に設置]） 

 
【連絡先】 

 － パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社 

    エナジーシステム事業部 マーケティングセンター 

    商品営業企画部 エネルギーシステム商品部 蓄電池企画課 

    E-Mail：e-block22@ml.jp.panasonic.com 

▲システムのコンセプト 

・従来の太陽光発電システムおよびハイブリッド蓄電システム

“創蓄連携システム”で発電した電力を定置用蓄電池に充電 

・分離式可搬型蓄電池にも充電することにより､災害時における

多様なニーズに対して安定・分散した給電ができるシステム 

https://esctlg.panasonic.biz/iportal
mailto:e-block22@ml.jp.panasonic.com
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システム構成機器と設置スペース                                  

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 45kW､蓄電池容量 33kWh 

 太陽光発電パネル 300 ㎡､6t 

蓄電池等 38 ㎡､H3m(格納箱の高さ) 

▮ 施工期間 

 6 日間程度(現地調査・部材調達期間を除く) 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 低温地域(放電時-10℃以下、充電時 0℃以下)は動作不可 

 可搬型蓄電池の関連設備は屋外は非想定 

▮ 維持管理 

 分離式可搬型蓄電池についても､専用アプリで複数台のバッテリー残量や使用状況を一括管理可能 

 太陽光発電設備は機器により 10 年間あるいは 15 年間保証 

 可搬蓄電池は 1 日 1 サイクルで約 5 年(期待寿命) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 45kW、蓄電池容量 33kWh で 4,000 万円程度 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 50 万円程度 

 

設置イメージ                                    

 

 

 

 

▲災害時における可搬型蓄電池の設置・使用イメージ 

▲ハイブリッド蓄電システム

(蓄電池･パワーコンディショ

ナー)のイメージ 

▲可搬型蓄電池の管理イメージ 

▲分離式可搬型蓄電池 

(3 台並べたときの寸法) 

検知したイーブロックの 
製造番号をリスト表示 

(最大 12 台) 

選択したバッテリー 
の状態を表示 
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発電・蓄電技術 

03 
 

■企業名    

－ 東京整流器株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 47kW 

 － 定置型蓄電池 142kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 汎用的な架台式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内(道の駅等) 

 

■URL 

http://www.tohsei-kk.co.jp 

/tnplseries/ 

 
 

 

 

 

電力ロス抑制に着目した 

直流の電力供給システム 
～完全自家消費型‟TNPL”と常用蓄電池の組合せ～ 

 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 

 降雪対策として太陽光発電パネルを直立設置するなどして､日照時間ゼロ

でも発電実績あり(青森県の道の駅しちのへにて10kW出力で7.7kWh発電) 

 平常時は、太陽光パネルによる発電及び商用電力の電気を直流給電装置 

“TNPL”に集めて､蓄電池や各機器へ直流のまま給電可能。翌日の天候等

を考慮して使用電力を制御するなど､蓄電池の残容量を任意に可変可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲システムのイメージ 

【連絡先】 

 － 東京整流器株式会社 

    営業部 

TEL：044-922-3737  E-Mail：info@tohsei-kk.co.jp 

・太陽光により発電した直流電力を､｢直流のまま｣定置型蓄電池

に急速充電するシステム。発電した電力が交流変換される際

に通常生じる電力ロスを抑制可能 

・太陽光発電パネルは垂直設置も可能 

http://www.tohsei-kk.co.jp
mailto:info@tohsei-kk.co.jp
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システム構成機器と設置スペース 

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 47kW､ 

 蓄電池容量 142kWh 

 太陽光発電パネル 450 ㎡ 

制御盤 W27m×D3m×H2.5m､25t  

※屋内が望ましいが屋外も可 

蓄電池 20 ㎡､H2.5m､8t 

▮ 施工期間 

 1 か月間程度 

 

 

 

 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 気候に合った太陽光パネル設置が必要(雪が多い地域は垂直型設置) 

▮ 維持管理 

 定期点検は毎年 1 回、基本巡回は 3 か月に 1 回程度実施｡製品寿命は 20 年間 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 47kW、蓄電池容量 142kWh で 8,000 万円程度 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値  

 年間あたり 120 万円程度 

 

設置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲システムのイメージ 

2 

▲制御盤のイメージ 

▲平置きの設置例 

積雪時にも安定的に発電。 

建物屋根に設置されるパネル 

との発電量比率は 4対 6。 

▲垂直設置の設置例(道の駅しちのへ) 
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■企業名 

－ 株式会社 GS ユアサ 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 50kW 

 － 定置型蓄電池 106kWh 

 － EV 充電による補完 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ カーポート式 

 

 
 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内(京都市の事務所等） 

 

■URL 

https://ps.gs-yuasa.com/products/ 

ev/evox.php  
 

 

 

 

 

 

 

ＥＶを活用した 

自律分散型の電力供給システム 

～カーポート式太陽光発電、定置型蓄電池、 

および電気自動車の組合せ～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 定置用蓄電池のみでは設備規模が大きくなるが､分散して EV をいわゆる

可搬型蓄電池として扱い(EV からも給電可能)､耐災害性の向上に寄与 

 駐車マス 20 台分で 50kW 分の太陽光発電を設置可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先】 

 － 株式会社 GS ユアサ 

    産業電池電源事業部 電源システム販売本部 東京第三営業部  

    TEL：03-5402-5816 

・駐車場空間を活用したカーポートに従来の太陽光発電パネル

を設置して発電し､定置型蓄電池のほか EV 用充放電器にて充

電・給電できるシステム 

▲システムのイメージ 

https://ps.gs-yuasa.com/products/
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システム構成機器と設置スペース                                  

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 50kW､蓄電池容量 106kWh 

 太陽光発電パネル 250 ㎡(駐車マス 20 台分)､4t 

(架台の重量含む) 

蓄電池 4.2 ㎡､H2.5m､4t を 2 セット 

EV 充放電器 0.4 ㎡､H1.8m､0.3t を 2 セット 

 

▮ 施工期間 

 6 か月間程度(機器製作 4 か月､工事 2 か月､試運転 1 週間) 

 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 建物等の影になる場所 

 塩害の影響を受けやすい場所 

 降雪が多い地域 

▮ 維持管理 

 耐用年数は､パワーコンディショナ 15 年間､定置用蓄電池 15 年間､EV 充放電器 10 年間 

 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 50kW、蓄電池容量 106kWh で、9,000 万円程度 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 30 万円程度(設備の部品交換等は除く)  
 

 

設置イメージ 

 

 

 

 

 

 

▲カーポートに設置した太陽光パネルやパワーコンディショナ等の設置例 

▲カーポートへの設置イメージ 
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■企業名 

－ 株式会社 IHI 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 100kW 

 － 定置型蓄電池 1,000kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ カーポート式 

 

 
 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内(そうま IHI グリーンエ

ネルギーセンター) 

 

■URL 

https://www.ipc-ihi.co.jp/products/ 

pdf/green_energy_station.pdf  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ＥＶ活用を視野に入れた 

グリーンエネルギーによる電力供給システム 

～発電 3 系統･蓄電 2 系統を備えた 

カーポート式太陽光発電、定置型蓄電池の組合せ～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 

 太陽光発電パネルや蓄電池は､汎用性が高く信頼性･耐久性が確保された

製品群からの選択が可能｡太陽光発電量の最大化に資する工夫は､その設

置方法や最大電力点追従制御(MPPT)の最適化を採用したコンバータ等に

より実現可能 

 EV 急速充電器の併設により､災害時に EV 車を可搬型蓄電池として他の防

災拠点等の電源として扱うことが可能(オプションとして水素ステーショ

ンの組合せも可能) 

 停電時は自立給電でき、平常時は商用電力を活用して発電･蓄電可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲システムのイメージ 

【連絡先】 

 － 株式会社 IHI プラント  

事業推進統括部 営業部 

TEL：03-6204-7418 

・駐車場空間を活用したカーポートに太陽光パネルを設置して

発電し､定置型蓄電池にて充電･給電できるシステム 

・耐災害性向上は冗長性の確保であると捉え､太陽光発電 3 系

統､蓄電池設備 2 系統で構成(地震等で 1 系統が故障しても稼

働可能) 

https://www.ipc-ihi.co.jp/products/
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システム構成機器と設置スペース                                  

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 100kW､蓄電池容量

1,000kWh 

 システム全体で 1,000 ㎡(内､太陽光パネ

ルは 630 ㎡程度)､H2.6m､35.3t 

 太陽光パネルはカーポート屋根に設置し 

EV 急速充電器はその下に設置。 

蓄電池､系統連系インバータ､(オプション

として水素ステーション)は 20ft コンテ

ナ収納型とし､太陽光パネルに併設 

▮ 施工期間 

 7 か月間程度 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 建築物や山･樹木等により影になる場所 

 降雪量積雪深 30cm 以上の地域 

▮ 維持管理 

 太陽光パネルはメンテフリーであるがシステムとしては年 1 回の定期点検を推奨 

蓄電池寿命は 10 年間以上 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 100kW、蓄電池容量 1,000kWh、急速充電器 4 台で、1 億 6,000 万円程度 

 (カーポートの本体や施工等の費用は除く) 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 90 万円程度 

 

設置イメージ  

 道の駅の駐車スペースに

応じて、屋根型太陽光パネ

ル（ソーラーカーポート）

は分割して設置する想定 

                                   

 

▲所要スペースのイメージ 

 ※ソーラーカーポート、インバーター／蓄電池コンテナ，EV 充電器

の設置場所は，駐車場によりアレンジ可能 

※コンテナ類は、外観塗装など暖かい印象を与えるように工夫 
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■企業名 

－ ＭＩＲＡＩ―ＬＡＢＯ 

  株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 20kW 

 － 定置型蓄電池 200kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 路面式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 なし(設置試験を実施中) 

 ※システム全体や路面太陽光パネル

は導入実績なし 

 

■URL 

https://mirai-lab.com/solarmobiway 

 

 

 

 

 

 

 

 

路面を活用した太陽光発電 

による電力供給システム 
～路面式太陽光発電舗装システム、 

リユースＥＶ蓄電池の組合せ～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 

 “Solar Mobiway”は､大型車走行への耐荷重性を備え､すべり抵抗に対応

していることを確認済み(日本道路協会｢舗装調査･試験法便覧｣を参考と

した試験等をパスした上で実証試験を継続中) 

 具体的には､非結晶系のソーラーシートと特殊樹脂でパネル化しており､

衝撃や振動に強い仕様｡障害物のない屋根斜面に 30 度程度の角度をつけ

て設置する一般的な太陽光発電パネルと異なり､広い角度からの受光が可

能で路面(0度面)設置に適当(発電量は約20㎡の設置で4kWh/日を確認済) 

 発電した電力は､系統に逆潮流することなく直接蓄電池に蓄電し､自家消

費するため、平常時と緊急時でのシステム切替が不要。また、MBMS により

昼間太陽光で発電中にも蓄電池から同時に出力可能であるため､系統連携

不要の自律型電源システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先】 

 － ＭＩＲＡＩーＬＡＢＯ株式会社 

    事業戦略部 

    TEL：042-673-7113  E-Mail：sales.info@mirai-lab.com 

▲システムのイメージ 

・太陽光により､駐車場や歩道の舗装面に貼り付けた｢路面式(専

用)太陽光パネル(以降､Solar Mobiway)｣で発電 

・リユース EV蓄電池に充電して自家消費するシステム 

(リユース EV 蓄電池は､中古 EV のバッテリーを独自のマルチ

プル･バッテリー･マネジメントシステム”MBMS”で制御) 

https://mirai-lab.com/solarmobiway
mailto:sales.info@mirai-lab.com
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システム構成機器と設置スペース 

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 20kW、蓄電池容量 200kWh 

 太陽光発電パネル 500 ㎡(500 枚) 

蓄電池 30 ㎡(20ft コンテナ 2 基と同等)、5t 

▮ 施工期間 

 10～30 日間程度 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 極端に日射条件が悪い建物や樹木等に囲まれた場所等は導入に適していないため、注意が必要 

▮ 維持管理 

 太陽光発電パネルは、10 年ごとに張替え工事が必要と想定(耐用年数 10 年間) 

 リユース EV 蓄電池は出力負荷によりリサイクル寿命が異なるため明示は難しいが、同じリユース EV バ

ッテリーを用いたソーラー自律型街灯は約 10 年間の製品寿命(参考) 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 20kW、蓄電池容量 200kWh で、2 億 6,000 万円程度 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 1,300 万円程度(10 年ごとの入替えを想定し、更新費を含む) 

 

設置イメージ 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

1 2 

5 

1･2/設置イメージ 

 ※1 は東京都内(NPC24H 

大沢駅前パーキング) 

3/社内試験時の様子 

4/発電・蓄電イメージ 

 (自律型知的道路：AIR) 

 

4 3 
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■企業名    

－ 東亜道路工業株式会社 

－ コラス･ジャパン株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 30kW 

 － 定置型蓄電池 418kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 路面式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内(私有地の駐車場等） 

－ 海外(車道・自転車道等の 

公道等） 

 

■URL 

https://www.toadoro.co.jp/news/news

/post-62.html 

 

 

路面を活用した太陽光発電 

による電力供給システム 
～路面式太陽光発電舗装システム“Wattway”、 

および定置型蓄電池の組合せ～ 
 

技術の特徴                        

 
 
 
                              

 

 太陽光発電の発電出力 30kW、蓄電池容量 418kWh(209kWh×2 台) 

 Wattway パネルは大型車走行に対する耐荷重性を備え、すべり抵抗に対応

する。耐災害性の観点では、路面に貼り付けるため汎用的な架台への設置

に比べて暴風による被害を受けにくく、被災時にも自立運転が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施工後の厚さは合計 9mm 程度、段差修正材の樹脂で擦付け。パネル間をつ

なぐケーブルは、深さ 10-20cm、幅 3-7cm 程度の溝を設けて舗装内に埋設 

 

 

【連絡先】 

 － 東亜道路工業株式会社（代表企業） 

    建設事業本部 企画開発部 

    TEL：03-3405-1813 

－ コラス・ジャパン株式会社 

    TEL：03-3239-2277 

▲パネル設置時の断面例 

・太陽光により､駐車場や歩道の舗装面に貼り付けた｢路面式(専

用)太陽光パネル(以降､Wattway パネル)｣で発電し､定置型蓄

電池に充電するシステム 

▲システムのイメージ 

 

https://www.toadoro.co.jp/news/news
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システム構成機器と設置スペース                                  

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 30kW、蓄電池容量 418kWh 

 太陽光発電パネル(Wattway パネル)240 ㎡、厚 10mm 以内、1.3t 

蓄電池 38 ㎡、H2.5m、13t 

 Wattway パネルと電気キャビネットボックスをつなぐケーブルは、40m 以内が適当(発電ロス軽減のため) 

▮ 施工期間 

 2 週間程度 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 駐車マス(駐車車両の影が生じるため) 

 施工基盤となる舗装の支持力が不足する箇所 

 日照時間の短い場所や積雪時は、他の地域に比べて年間発電量はあまり期待できない 

▮ 維持管理 

 定期巡回は 3 か月に 1 回程度実施。蓄電池は 20 年間保証 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 30kW、蓄電池容量 418kWh で、1 億 8,000 万円程度(工事費を含む) 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 100 万円程度 

 

設置イメージ 

 

3 
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■企業名    

－ 大成ロテック株式会社 

－ 長州産業株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 68kW 

 － 水素燃料電池 525kWh 

 － 蓄電池 33kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 路面式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 一部あり 

 － 国内(山口県) 

  ※システム全体や路面太陽光 

パネルは導入実績なし 

 

   

 

 

 

 

 

路面を活用した太陽光発電と 

水素燃料電池による電力供給システム 
～路面式太陽光発電舗装システム、 

水素製造･燃料電池、定置型蓄電池の組合せ～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 太陽光発電の発電出力 68kW、水素燃料電池として 525kWh に変換、蓄電池

容量 33kWh(定置型･可搬型) 

 路面式太陽光パネルは大型車走行への耐荷重性を備え､すべり抵抗に対応

していることを確認済み 

 完全に独立したシステムとして災害時に稼働するが､平常時にも給電可

能･系統連系可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲システムのイメージ 

【連絡先】 

 － 大成ロテック株式会社 

    技術研究所 

    TEL：048-541-6511 

－ 長州産業株式会社 

    水素事業部 

    TEL：0836-71-1055 

・太陽光により、駐車場や歩道の舗装面に貼り付けた｢路面式太

陽光パネル｣で発電し、その電力から水素を製造･貯蔵(カード

ル容器) 

・燃料電池として電力供給するが、耐災害性向上のため定置型蓄

電池も併用できるシステム 
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システム構成機器と設置スペース 

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 68kW､蓄電池容量 418kWh､燃料電池 50kW(供給は 15kW 想定､起動時は蓄電池利用) 

 太陽光発電パネル 430 ㎡､4t(200 枚) 

水素関連設備 40 ㎡程度､H2-3m 程度､21.5t(水電解装置 5 ㎥/h､カードル貯蔵 50L×20 本組×3 基､燃料電池) 

蓄電池 33kWh(定置式 32kWh､可搬式 0.6kWh×2 基) 

▮ 施工期間 

 2 か月間程度(基礎工事 1 か月､電源･給排水工事 1 週間､太陽光設置工事 2 週間､水素関連工事 1 週間) 

(路面太陽光発電システムは除く) 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 積雪地域(除雪車が通行する地域。寒冷地では､装置類は筐体空調やヒーター等で動作環境を保持) 

▮ 維持管理 

 水素製造の必要電力はリアルタイムで確認可能 

 システム全体の耐用年数は約 15 年間(装置単位で異なる) 

 水素関連設備は毎年 1 回の点検、消耗品交換 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 68kW､蓄電池容量 33kWh､水素燃料電池の発電量 525kW･72h で､1 億 9,000 万円程度

(路面式太陽光発電パネルは除く) 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 1,000 万円程度(法定点検および機器の消耗等に係る費用を考慮。路面太陽光発電分は除く) 

 

設置イメージ 

 

 

 

 

 

3 

1 2 

1/太陽光発電パネル(手前:車両用 3 枚､奥:歩行者用 10 枚)

と蓄電池システム等を収めたユニットハウス 

2/蓄電池システム(8.4kWh、発電量等モニタリング可能) 

3/配置イメージ 

※写真 1-2 は性能確認試験時のもの 

※写真は発電･蓄電技術 09 と同様 
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発電・蓄電技術 

09 
 

■企業名 

－ 大成ロテック株式会社 

 

■主な構成 

 － 太陽光発電 68kW 

 － 水素燃料電池 1,080kWh 

 － 蓄電池 121kWh 

 

■太陽光発電パネルの設置方法 

－ 路面式 

 

 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 一部あり 

－ 国内 

(道の駅なみえなど) 

   ※システム全体や路面太陽光 

パネルは導入実績なし 

 

 

   

 

 

 

 

路面を活用した太陽光発電と 

水素燃料電池による電力供給システム 
 

～路面式太陽光発電舗装システム、 

水素製造･燃料電池、定置型蓄電池の組合せ～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 太陽光発電の発電出力 68kW､水素燃料電池として 100kW を 1,080kWh に変

換､蓄電池容量 121kWh 

 路面式太陽光パネルは大型車走行への耐荷重性を備､すべり抵抗に対応し

ていることを確認済み 

 完全に独立したシステムとして災害時に稼働するが､平常時にも給電可

能･系統連系可能 

 軽量でフレキシブルな｢次世代太陽電池｣への移行を見込むシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲システムのイメージ 

【連絡先】 

 － 大成ロテック株式会社 

    技術研究所 

    TEL：048-541-6511 

・太陽光により、駐車場や歩道の舗装面に貼り付けた｢路面式太

陽光パネル｣で発電し、その電力から水素を製造･貯蔵(タンク

容器) 

・燃料電池として電力供給するが、耐災害性向上のため定置型蓄

電池も併用できるシステム 
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システム構成機器と設置スペース 

▮ 電力量に伴うスペースと重量 

 太陽光発電の発電出力 68kW､蓄電池容量 121kWh､ 

燃料電池 100kW(供給は 15kW 想定､起動時は蓄電池利用) 

 路面太陽光発電パネル 430 ㎡､4t(200 枚) 

水素関連設備 17 ㎡程度､5t (水電解装置 10N ㎥/h､タンク貯蔵 150 ㎥､燃料電池) 

蓄電池 10 ㎡､4.3t、燃料電池 6 ㎡(メンテナンススペースを除く、仕様により変更あり)、5t 

▮ 施工期間 

 2 か月間程度(基礎工事 1 か月､電源･給排水工事 1 週間､太陽光設置工事 2 週間､水素関連工事 1 週間。 

路面太陽光発電システムは除く) 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 積雪地域(除雪車が通行する地域。寒冷地では､装置類は筐体空調やヒーター等で動作環境を保持) 

▮ 維持管理 

 水素製造の必要電力はリアルタイムで確認可能 

 システム全体の耐用年数は約 15 年間(装置単位で異なる) 

 水素関連設備は毎年 1 回の点検､消耗品交換 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 太陽光発電の発電出力 68kW、蓄電池容量 121kWh、水素燃料電池の発電量 1,080kW･72h で 3 億 5,000 万円

程度(路面式および次世代の太陽光発電のコストは除く) 

▮ ランニングコスト（20 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 1,000 万円程度(法定点検および機器の消耗等に係る費用を考慮。路面太陽光発電分は除く) 

 

設置イメージ 

 

1 2 

1/太陽光発電パネル(手前:車両用 3 枚､奥:歩行者用 10 枚)と蓄電池システム等を収めたユニットハウス 

2/蓄電池システム(8.4kWh、発電量等モニタリング可能) 

※写真は性能確認試験時のもの 

※写真は発電･蓄電技術 08 と同様 





 

 

   

  

  

 

 

第３章 通信技術 
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ローカル５Ｇのシステム構成と周波数帯の種類 

 

技術の特徴と概要 

 

 本ガイドラインで紹介する技術は、国土交通省「新技術導入促進計画」において公募し確認された技術を

対象とする＊10。 

 

▮ 共通する特徴(システム構成、周波数帯)  

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 ローカル５Ｇのシステム構成は、ノンスタンドアローン(NSA)方式とスタンドアローン(SA)方式の

2 通りがある。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ローカル５Ｇの周波数帯域は、｢sub6｣と｢ミリ波｣の２通りがある。 

 

内容 4.7GHz 帯(sub6) 28GHz 帯(ミリ波) 

概要 
・3.6GHz 帯を使っている 4G の延長線上の周波数

帯で､既往技術を活用可能 
・５Ｇの中では高い周波数帯 

通信速度 ・高速であるがミリ波ほど速くはない ・Sub6 よりも高速 

通信距離 ・約 1km ・数百 m 

耐障害性 ・障害物に影響されにくい(届きやすい) 
・sub6 に比べて、障害物に影響されやすい(届き

にくい) 

汎用性(現状) 
・現時点で国内で普及中の５Ｇの大部分が該当 

(対応端末が多い) 
・今後の普及が期待されている 

 

 

 

 

                                                              
＊10  このガイドラインに掲載する技術は、国土交通省の｢新技術導入促進計画｣において、導入促進機関である一般財団法人日本みち研

究所と有識者等から成る｢技術検討委員会｣で令和 2～4 年度に公募及び性能確認等を行ったものである。 

ノンスタンドアローン(NSA)方式 スタンドアローン(SA)方式 

・4G の基地局と５Ｇの基地局を

連携して動作させる方式 

・既存のLTEネットワークを有効

に活用できるため､早期に５Ｇ

の高速･大容量通信を実現でき

るシステム構成 

・４Ｇのネットワークから独立

した５Ｇ基地局を単独で動

作させる方式 

・NSA 方式に比べて､将来の開

発導入の展開が想定される 

・より高度な技術が求められる 

３技術は、全て｢スタンド･アローン構成｣(４Ｇのネットワークから独立した構成)で

あった。 

また３技術全て、高周波に比べて通信距離が大きい｢sub6(4.7GHz 帯)｣のローカル 

５Ｇの周波数帯に対応するものであった。 

▼システム構成の比較 

▼周波数帯域の比較 
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▮ 通信技術の概要 

※掲載は、提案内容による基地局の消費電力の順とした。 

 

▮ 公募技術の性能確認方法 

 各公募技術については、国土交通省東北地方整備局東北技術事務所での現地試験又は社内試験等の結果

に関する技術資料の提出により、性能確認を実施した。 

 東北技術事務所での現地試験については試験実施の応募のあった技術に関して、試験場所で実施が可能

な確認項目において性能確認を行った。 

 その結果、全ての技術について、以下の性能を基本的に満たすことを確認した。 

 

 

性能の確認項目 具体的に確認した内容 

機能性 

(技術･システム 

の能力) 

・システムの独立性 
・キャリア通信ネットワーク障害時と同様の環境を模擬的に構

成し、システム稼働(通話､データ送受信)が可能か確認した。 

・国土交通省道路管理用光ファイバーネットワークを活用して

特定信号の疎通が可能か、計測器により確認した。 

・国土交通省の道路管

理用光ファイバーネ

ットワークの活用 

・通信の 

安定性･継続性 

・仮に設定した 5 台程度の端末(通話用､データ送受信用)で、

実際に 1 時間連続で同時通信が可能か確認した。 

・通信可能な 

カバーエリア 

・敷地内に設定した特定エリア(アンテナから見通し 200m の飛

距離範囲内)において、計測器により受信電波強度等を確認

した。 

・高速･大容量通信 

・敷地内に設定した特定エリア(アンテナから見通し 100m の飛

距離範囲内)において、計測器により通信速度、遅延、フレー

ムロス等を確認した。 

省エネルギー性 ・システムの消費電力 
・電力計により、システムの起動・稼働に必要な消費電力(W)を

確認した。 

※耐久性等その他のポイントは、性能確認試験等では直接確認していないため留意されたい。 

技術名称 

主な特徴 

企業名 
周波数帯 システム構成 

基地局の 

消費電力 

01 

消費電力を抑えたローカル５Ｇと 

分散アンテナシステム(DAS)による 

通信システム 

～カバーエリア全体を DAS で網羅～ 

4.7GHz 帯 

(sub6) 

独立した 

スタンド･ 

アローン構成 

約 0.6kW 

東芝インフラ 

システムズ 

株式会社 

02 

アンテナの特性を踏まえて最適化する 

ローカル５Ｇの通信システム 

～複数のアンテナを組み合わせて 

カバーエリアを網羅～ 

約 1.5kW 
電気興業 

株式会社 

03 

“FUJITSU Network PW300”による 

ローカル５Ｇの通信システム 

～屋内は分散アンテナシステム(DAS) 

との組合せにより網羅～ 

約 4.8kW 
富士通 

株式会社 

▼通信技術の名称や主な特徴 

▼現地試験等による性能確認内容 
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▮ 現地試験等により確認された技術特性等 

＜機能性＞ 

 必要な機器の種類や設置位置等の検討においては、通信カバーエリアの確保を前提に、道の駅等の防災

拠点以外の周辺敷地への電波干渉を防ぐ対策が必要である。例えば、カバーエリアを大きくするには、

出力や電波発射角度を大きくしたり、あるいは設置高を高くしたりする等の方法がある一方で、敷地周

辺への電波干渉のおそれも大きくなる。屋内と屋外に異なるアンテナを設置する場合を想定し、カバー

エリア範囲や利用条件を整理するのが望ましい。 

 一般的に、電波強度は通信距離の 2 乗に反比例するが、建物や樹木、地形の起伏による通信障害、および

地面からの電波の反射等の影響により、一見して見通しが利いた場所であっても通信能力が想定と異な

る傾向となる可能性がある。 

 導入にあたっては、機器固有の特性や上記のような通信障害や電波の反射等の可能性を考慮し、アンテ

ナ設置の位置や高さ、指向性、電波発射角度、使用する端末の位置や高さ等を踏まえ、求める性能を満た

すための現地調整を重ねることが重要である。 

 

＜耐久性／施工性／安全性＞ 

 通信カバーエリアの設定方法によって、ローカル５Ｇの電波伝搬に適当なアンテナの選定・配置等を検

討する必要があるが、駐車場(駐車マスや通路)に設置する際は、災害対応時の緊急車両等の駐車機能や

安全性の確保が必要である。 

 

＜適応性（システムと端末等の周辺機器との適合性）＞ 

 ローカル５Ｇの基地局側の開発に並行して、ローカル５Ｇ対応の端末や周辺機器の開発も進められてい

るが、導入可能なシステムのアップデート状況やソフトウェアの更新状況等を含めたそれらの適合性に

は留意する必要がある。開発状況や導入スケジュール等との関係にも留意されたい。 

 

＜経済性＞ 

 イニシャルコストの主な内訳は、システムを構成する機器本体のほか、システム導入検討、免許申請、工

事調整に係る費用である。 

 ランニングコストの主な内訳は、部品交換や設備更新、保守ライセンス等に係る費用である。 
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通 信 技 術 

01 
 

■企業名    

－ 東芝インフラシステムズ 

  株式会社 

 

■種類 

 ― 4.7GHz 帯(Sub6) 

 ― スタンドアロン(SA)構成 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 一部あり 

－ 国内 

※システム全体は実証中 

 

■URL 
https://www.global.toshiba/jp/

products-

solutions/social/telecommunica

tion/local5g.html 

 

 

 

 

消費電力を抑えたローカル５Ｇと 

分散アンテナシステム(DAS) 

による通信システム 
～カバーエリア全体を DAS で網羅～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 ローカル５Ｇシステムに加えて｢分散アンテナシステム(DAS)｣の導入によ

り、基地局からの電波を DAS 親機/子機から光ファイバーケーブルを通じ

て分散させ、小さい消費電力で柔軟にエリア設定することが可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ローカル５Ｇの基地局は、工事設計認証を取得済み 

 

 

 

【連絡先】 

 － 東芝インフラシステムズ株式会社 

    社会システム事業部 インフラサービス創造部 

   TEL：044-576-6634  E-Mail：TISS-L5G@ml.toshiba.co.jp 

▲ローカル５Ｇシステムと DAS の組合せイメージ 

・ローカル５Ｇによる自営無線ネットワーク(専用サーバー、

屋外/屋内アンテナ等)を活用し、国の道路管理光ネットワ

ークとも接続可能なシステム 

https://www.global.toshiba/jp/
mailto:TISS-L5G@ml.toshiba.co.jp
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システム構成機器と設置スペース                                   

▮ 通信性能(カバーエリアや高速・大容量通信に関する詳細) 

 カバーエリア 200m 程度(見通し環境下) 

 アンテナから飛距離 100m 範囲内で上り 50Mbps 以上、下り 150Mbps 以上 

▮ システム消費電力 

 0.6kW 程度 

▮ 設置スペースと重量 

 屋内： 

－ローカル５Ｇ基地局 

0.63 ㎡×H1.5m、120kg 

  －DAS 子機 

0.12 ㎡×H0.1m、9kg 

 屋外：0.9 ㎡×H0.08m、2kg 

▮ 施工期間 

 1 か月間程度(システムおよび施工に係る検討･設計、免許取得に必要な期間を除く) 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 維持管理 

 維持管理として毎年 1 回の動作確認等のほか、3 年ごとの消耗部品(ファンや記憶媒体等)の交換を推奨

(無線局検査は 5 年ごとに更新が必要) 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 3,000 万円程度(製品費のみ｡事前検討や設置､端末､手続き関連費用は条件により異なるため除外) 

▮ ランニングコスト（12 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 730 万円程度 

 

設置イメージ                                    

▲性能確認試験における設置の様子 (ただし、車両搭載する点は実際と異なる) 

▲システムのイメージ 

指向性アンテナ 

ローカル５G 基地局 

DAS 親機 DAS 子機 

※基地局免許取得位置に、車両を固定し

アンテナを配置。 

ローカル５G 基地局と DAS(親機、子

機)は、車内に設置し、車両搭載のアン

テナマストに設置された指向性アンテ

ナと DAS(子機)とを接続 

※試験では、指向性アンテナを使用。カ

バーエリアの構築に合わせて、アンテナ

(汎用製品)の選択が可能 
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■企業名    

－ 電気興業株式会社 

 

■種類 

 ― 4.7GHz 帯(Sub6) 

 ― スタンドアロン(SA)構成 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内(栃木県等) 

 

■URL 

https://denkikogyo.co.jp/elec/produ

ct/mobile/l5g/ 

 

アンテナの特性を踏まえて最適化 

するローカル５Ｇの通信システム 

～複数のアンテナを組み合わせてカバーエリアを網羅～ 

 

技術の特徴                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ローカル５Ｇの基地局は工事設計認証を取得済み 

 将来に向けて､｢可搬型(法制度は審議段階中)｣のローカル５Ｇ基地局を開発中 

 

 

 

 

 

 

  

【連絡先】 

 － 電気興業株式会社 

    営業統括部 ソリューション営業部  

   TEL：03-3216-9435  E-Mail：chuo5g-eg@denkikogyo.co.jp 

・自社製アンテナを用いて、個々の立地条件に合わせたエリア

構築が可能(多様なバリエーションを提供) 

・ローカル５Ｇによる自営無線ネットワークを活用し、国の道

路管理光ネットワークとも接続可能なシステム 

▲システムのイメージ 

https://denkikogyo.co.jp/elec/produ
mailto:chuo5g-eg@denkikogyo.co.jp
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システム構成機器と設置スペース                                   

▮ 通信性能(カバーエリアや高速・大容量通信に関する詳細) 

 カバーエリア 200m 程度(見通し環境下) 

 アンテナから飛距離 100m 範囲内で上り 50Mbps 以上、下り 150Mbps 以上 

▮ システム消費電力 

 稼働時 1.5kW 程度(起動時最大 2.5kW 程度) 

▮ 設置スペースと重量 

 屋内：3.2 ㎡×H2.3m、330kg 以下(空調設備のあるサーバー室/機械室への設置が必要) 

 屋外：0.25 ㎡×H5.0m、60kg 以下 

▮ 施工期間 

 2 週間程度(システムおよび施工に係る検討･設計、免許取得に必要な期間を除く) 

 基地局関連設備の設置は､既存コンクリート柱等を活用すれば工期短縮が可能 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 設置時に配慮が必要な環境 

 北海道や沖縄、また塩害、温泉、豪雪等の地域 

▮ 維持管理 

 サーバーの耐用年数は 6 年(目安) 

 毎年定期点検を行い耐久性を確保(無線局検査は 5 年ごとに更新が必要) 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 3,000 万円程度(製品費のみ。事前検討や設置、端末、手続き関連費用は、条件により異なるため除く) 

▮ ランニングコスト（12 年間の総額を 1 年間あたりに平均した値） ※参考値 

 年間あたり 500 万円程度 

 

設置イメージ                                    

 

 

 

▲アンテナ内蔵型の 

屋内基地局 

▲屋外アンテナ ▲屋外アンテナ 
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■企業名 

－ 富士通株式会社 

 

■種類 

 ― 4.7GHz 帯(Sub6) 

 ― スタンドアロン(SA)構成 

 

■導入実績（2021 年末時点） 

 あり 

－ 国内 

(国土交通省 国土技術政

策総合研究所等) 

 

■URL 

https://www.fujitsu.com/jp/products

/network/privatewireless-

nw/local5g/ 

https://www.fujitsu.com/jp/innovati

on/5g/partnership/ 

 

 

 

 

 

 

“FUJITSU Network PW300”による 

ローカル５Ｇの通信システム 

～屋内は分散アンテナシステム(DAS)との組合せにより網羅～ 

 

技術の特徴   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ローカル５Ｇの基地局は、工事設計認証を取得済み 

 

 

 

 

▲システムのイメージ (屋外アンテナ 1 基、屋内アンテナ最大 8 基の設置が可能) 

【連絡先】 

 － 富士通㈱ 

    富士通コンタクトライン 

TEL：0120-933-200 

・ローカル５Ｇによる自営無線ネットワーク(専用サーバー/汎

用サーバー、屋外/屋内アンテナ等)を活用し、国の道路管理

光ネットワークとも接続可能なシステム 

・スモールスタート可能なスターターキットから導入可能 

https://www.fujitsu.com/jp/products
https://www.fujitsu.com/jp/innovati
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システム構成機器と設置スペース                                   

▮ 通信性能(カバーエリアや高速・大容量通信に関する詳細) 

 カバーエリア 200m 程度(見通し環境下) 

 アンテナから飛距離 100m 範囲内で上り 50Mbps 以上、下り 150Mbps 以上 

▮ システム消費電力 

 最大 4.8kW 程度 

▮ 設置スペースと重量 

 屋内：0.7 ㎡×H2.0m、200kg(空調設備のあるサーバー室/機械室への設置が必要) 

 屋外：0.2 ㎡×H0.6m、7kg(GPS 衛星を捕捉できる見通しの良い屋外に GPS の設置が必要) 

▮ 施工期間 

 1.5 か月間程度(システムおよび施工に係る検討･設計、免許取得に必要な期間を除く) 

 

 

技術導入にあたっての留意事項 

▮ 維持管理 

 維持管理については､電波法に基づく無線局の定期検査以外には特別な作業は不要｡機器は 5 年入替えを

推奨(無線局検査は 5 年ごとに更新が必要) 

 

 

コスト（2021 年末時点） 

▮ イニシャルコスト ※参考値 

 3,000 万円程度(製品費のみ。事前検討や設置､端末､手続き関連費用は、条件により異なるため除く) 

※ランニングコストは別途 

 

設置イメージ                                    

 アンテナである RU は屋外、屋内タイプに対応。ここでは、屋外タイプの設置イメージを示す。 

 AC100V の電源が必要であり、屋外 RU の場合は壁面やポールなどへの取付、屋内 RU の場合は天井や壁面

への取付となる。 

 

 

 

 

▲屋外 RU のイメージ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▮ 監修 

「道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術」導入促進 技術検討委員会 

 

▮ 委員    ＊敬称略、五十音順、所属等は当時 

河口 信夫  名古屋大学大学院 工学研究科 教授 

中尾 彰宏  東京大学大学院 工学系研究科 教授 

林  泰弘  早稲田大学 理工学術院 先進理工学研究科 教授 

福原 輝幸  福井大学 名誉教授 

南  正昭  岩手大学 理工学部 システム創成工学科 教授 

元田 良孝  岩手県立大学 名誉教授            ＜委員長＞ 

吉岡 剛   東京大学大学院 工学系研究科 特任研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅等の防災拠点の耐災害性を高める技術 

導入ガイドライン（案） 

 

令和 5 年 3 月 

 

国土交通省道路局 
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